
図１ 友情，信頼の目標（学習指導要領より） 
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図１は，特別の教科道徳の B(9)友

情，信頼の目標を示したものです。 

友達は，家族以外で特に深い関わり

をもつ存在であり，友達関係はともに

学んだり遊んだりすることを通して，互

いに影響し合って構成されるもので

す。また，同じ世代が同じ者同士とし

て，似たような体験や共通の興味や関

心を有することから，互いの考え方など

を交え，豊かに生きる上での大切な存

在として，互いの成長とともにその影響

力を拡大させていきます。 

高学年になると，相手の気持ちだけで

なく，相手の立場をも考えることができるようになります。つまり，どうすることが相手のために

なるのかが考えられる学年に近付くということです。 

 そこで，高学年では，「本当に相手のためになることは何か」という視点で友情を考え，単な

る仲良しではなく，磨き合い，高め合える関係を築いていくことの大切さを考え合うことが必要

です。異性についても，信頼のもと，互いを理解し合い，よさを認め，高め合いながら友情を

深めていこうとする態度を育てていくことが大切になります(図２)。 

※日本文教出版株式会社.2020.「『深い学び』のための内容項目ハンドブック」.島恒生 

 この時期になると，性差がはっきりしてきます。異性に対する関心も高まり，照れ

や恥ずかしさから素直な言動や行動がとれず，ささいなことで男女が反発し合うこと

がよくあります。特に，清掃活動や共同制作などグループや班活動の場面で，男女が

互いに認め合い協力し合ったときには，すばらしい力を発揮するにも関わらず，意地

を張ったり，自分本位に接したりしてしまい，男女間でいさかいを起こしやすいと考

えられます。 

 学習を通して，男女が認め合い，安定した関係を築く行為を支えたよさを考えさせ

ます。異性に対しても，信頼をもとにして，正しい理解と友情を育て，互いのよさを

認め，学び合いながらよりよい人間関係を築こうとする態度を養いたいと考えます。 

本教材は，昇降口の掃除当番になった「わたし」たちのグループが，新しいバケツの使用

をめぐって男女間でいさかいを起こす場面を取り上げています。 

男女間の口争いは，児童の日常生活の中でよく起こり得る出来事であり，自分たちの学級

の様子と重ね合わせ，実体験をもとに考えられる教材です。 

資料をもとに，男女の協力について考えることで，日常生活でも互いを認め合って生活し

ようと考えられるようにしていきたいと考えています。 

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年 中学校 

友達と仲よく

し，助け合うこと。 

 友達と互いに理

解し，信頼し，助け

合うこと。 

友達と互いに信

頼し，学び合って

友情を深め，異性

についても理解し

ながら， 人間関係

を築いていくこ

と。 

友情の尊さを理解して心

から信頼できる友達をもち，

互いに励まし合い， 高め合

うとともに，異性についての

理解を深め，悩みや葛藤も経

験しながら 人間関係を深め

ていくこと。 
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図２ 「友情，信頼」の高まり 

 



２ 目指す子供の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
価値理解 人間理解 他者理解 

・ 男女で協力して掃除をすると，気持ちが

良くなるんだ。 

・ 「男子だから」「女子だから」という考

え方をしない方が，お互いに良い関係を

作れるんだ。 

・ 仲良くした方が良いと分かっていても

男女で対立してしまうことがあるな。 

・ お互いに歩み寄る必要があるな。 

 

・ 色々な解決の方法がありそうだ。 

・ より良い解決策を選んで，男女が尊重し

合って生活していくことが大切なんだ。 

 課題設定 課題追究 パフォーマンス 

特別の教科道徳が 

目指す 

子供のゴールの姿 

自分の日常生活と学ぶ道徳的価値と

の関連を考えたり，他者との道徳的価

値観の違いを意識したりする活動を通

して，教師とともに自分たちの実態に

合った課題設定をすることができる。 

自力追究や他者との協働を通して，自己を

見つめ，多面的・多角的に考えることで，道

徳的価値の理解を深めることができる。それ

をもとに自己の生き方を見つめ直すことが

できる。 

問題や道徳的価値について自分の考えを

自力追究したり，他者と協働したりしなが

ら，道徳ノートに記述したり，ツールや掲示

したものをもとに議論したりすることがで

きる。 

特別の教科道徳が 

目指す 

Ｒ３．７月時点の 

5年生の 

学びをつくる姿 

自分の日常生活と学ぶ道

徳的価値との関連を考えた

り，他者との道徳的価値観の

違いを意識したりする活動

を通して，教師とともに自分

たちの実態に合った課題設

定をすることができる。 

自力追究や他者との協働

を通して，自己を見つめ，多

面的・多角的に考えること

で，道徳的価値の理解を深

めることができる。それを

もとに自己の生き方を見つ

め直すことができる。 

問題や道徳的価値につい

て自分の考えを自力追究し

たり，他者と協働したりし

ながら，道徳ノートに記述

したり，ツールや掲示した

ものをもとに議論したりす

ることができる。 

 

追究   
・ 資料をもとに，「男女の協力」について考
える。 

課題 
・ アンケートをもとに，実
生活の行動を振り返り，課
題意識をもつ。 

パフォーマンス  
・ 自分の考えを仲間と交流する。 
・ 本時の学びを日常生活に生かそう
とする。 

本単元における「一人一人の子供が他者とともに自己調整する学び」 

男女で協力することのよさや大切さに気付き，支え合いながらよりよい人間関係を築いていこうとする。 
本時の 
目的 

これからは男女
関係なく協力して
いきたい！ 

資料をもとに，男女で対立した時と協力し

た時ではどんな気持ちになるかを考える。 

これまでの経験を想

起し，対立することにつ

いての課題意識をもつ。 

・ 他者と考えを交流することで，自分の考えを常に

修正したり，再構成したりする。 

・ 日常生活でも男女で協力しようとする。 



 
 

３ 本時の目標（学習内容を身に付けた姿）と教師の支援 
 
教師の支援（課題解決の手続きに向けて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の目標 

 

男女で協力することのよさや大切さに気付き，支え合いながらよりよい人間関係

を築いていこうとする態度を養う。 

 

本時の 

学習内容を 

身に付けた姿 

価値理解 人間理解 他者理解 

 異性間であっても互い

のよさを認め，学び合い，

支え合いながらよい関係

を築くよさを認識する。 

異性に対しても信頼を

もとにして，理解し合い

友情を育て，互いのよさ

を認め合っていくことの

大切さに気付く。 

 男子と女子がお互い尊

重し合うことについて考

える。 

日常生活へ… 
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日常生活での男女の対立の経験について捉えるアンケート 

○男女が協力しなければならない時に男子と女子がもめた経験を考える。 

○どんな場面でその様な状況になるか想起する。 

男子と女子の関係を捉える掲示物 

○ 考えた解決策が，結果的に男子と女子が別々に掃除をするか，一緒に掃

除をするかを色で捉えられるようにする。 

○ その解決策を取ると結果的にどの様な気持ちになるか，表情を書き入れ

ることで捉えられるようにする。 

 

      

     

解 

決 

方 

法 

     

理 
 

由 

自分の考えの変化を捉えられるワークシート 

○ 考えた解決方法の中から，一番良い方法を選び，書き入れられるように

する。また，全体交流の後に再度考えて赤丸を付けられるようにする。 

情報処理ステップ学習を導入した授業展開 

○ 情報処理ステップ学習を授業の中で導入することにより，よりよい関係

を築くために大切なことを考えられるようにする。 

他者と考えを交流する場の設定 

○ 他者と考えを交流する場を設定することにより，考えを修正したり，再

構成したりできるようにする。 

自
己
を
見
つ
め
る 

自
分
の
考
え
を
修
正
・
再
構
築 

こ
れ
か
ら
の
自
分
に
つ
い
て
考
え
る 



４ 本時における自己調整のイメージ 

上越教育大学学校教育総合研究セン

ターの脇川知子氏の，「自己調整能力

を高める指導の工夫－情報処理ステッ

プ学習を導入した道徳授業の実践から

－」の実践研究をもとに授業を考えてい

ます。 

本研究では，情報処理ステップに基づいて質問をすることにより，場面のとらえ方や解決しようと

する心のはたらきが明らかになると考えられています。 

本時では，それを使用する資料に当てはめて授業を展開していきます。他者の考えを聞いたり，そ

の行動を取った結果の心情を考えたりしながら，よりよい関係を築くために大切なことに気付けるよ

うにしています。 

※ 上越教育大学学校教育総合研究センター.2007.「教育実践研究第１７集 2007『自己調整能力を高める指導

の工夫－情報処理ステップ学習を導入した道徳授業の実践から－』」.脇川知子 

 

 

 

 

 

 

     

 

【対人交渉方略を生むための情報処理ステップ】 

①問題の定義 社会的問題の性質を適切に定義する能力 

②方法の産出 問題を解決するにはどのような方略があるのかを考える能力 

③方法の選択と実行 複数の方略の中でその場面に一番ふさわしい方略を選択し，実行する力 

④結果の評価 そうした方略によって生じた結果を評価する力 

【対人交渉方略を生むための情報処理ステップ】 【本時における情報処理ステップ】 

①問題の定義 

新しいバケツの使用をめ

ぐって男女間でいさかいが

起きていることを捉える。 

 

②方法の産出（個） 
 問題の解決策をいくつか

考える。 

 

③方法の選択（個①） 

※ 授業内では「実行」はしない 

 考えた解決策から一番良

いと考えるものを選ぶ。 

 

②方法の産出（全） 

 全体で，それぞれが一番

良いと考えた解決策を話し

合う。 

 

④結果の評価（全） 

考えた解決策を実行した

結果はどうなるかを考え

る。 

 

③方法の選択（個②） 

※ 授業内では「実行」はしない 

 たくさん出た解決策か

ら，一番良いと考えるもの

を選ぶ。 

 

資料後半を読み，紀幸さんの行動について話し合う。 

無視して別々に

掃除したら… 

仲直りして一緒に

掃除したら… 

相手のことを無視して，女子は女子，男子は男子で方が，嫌

な気持ちにならないし，掃除も進むと思う。 

男子と女子で

もめているん

だなぁ。 

 自分が考えた解決策以外
にも色々あるなぁ。どれが

一番良いかな。 

あれ…。無視していたらお互い嫌な気持ちになるんだ。譲り

合って，一緒に掃除をした方が良いんだ！ 

一緒に 

掃除をしたら 
別々に 

掃除をしたら 

紀幸さんも，男女一緒に掃除をする解決策を選んだんだ！ 

みんな明るい表情になっている！ 

日常生活や授業中に男女で対立することがある

よ！ 

男子と女子で協力するとは大切なことだ！！ 



５ 本時の板書とワークシート 
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６ 本時案  

本時の目標 

男女で協力することのよさや大切さに気付き，支え合いながらよりよい人間関係を築いていこうとする態度を養う。 

学習活動（○）と子供の姿 教師の支援（☆，課題，追究，パフ）と評価（◇）・評価方法 [] 

〇 男女の協力についてのアンケート結果を交流する。 

 

 

 

 

 

〇 資料前半(P64～P66L１)を読み，この資料の問題点

を捉える。 

 

 

〇 この後「わたし」はどんな行動を取るか考

え，いくつかワークシートに書く。 

  

 

 

 

〇 別々に掃除をした場合と一緒に掃除をした場合，今後

男子と女子がどの様な関係になるのかを考える。 

 

 

 

○ 改めて，どの方法が一番良いのかを考え，ワークシートに赤丸を付ける。 

 

 

 

○ 資料後半を読む。 

○ 紀幸さんはどんな気持ちでバケツに水を汲

んできたのかを話し合う。 

 

 

 

○ 今回の授業で学んだことをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

課題 事前アンケートで，男女で協力しなければなら 

ない時にもめてしまった時の経験とその時の気持ち 

を想起する。 

 

 

 

課題 男子対女子でもめていることを，板書で示す。 

☆  バケツはきっかけで，男女の対立が問題であると

いうことを確認する。 

 

追究・パフ この後「わたし」が取る行動をいくつか考え，ワークシートに記

入するよう促す。（その行動の良し悪しはまだ考えない） 

追究・パフ 選んだ行動の中から最善だと思うも

のを１つ選び，理由をワークシートに記

入する。また，書き終わったら教室の中

を歩き回って交流するよう促す。 

追究・パフ  考えた行動について，理由とともに交流する。 

☆   それぞれの解決策を選んだ結果を掲示物に書

き入れて表現する。 

   

 

追究・パフ  友達の考えや行動の結果を聞き，より良い解決

策を考え直す。 

  

 ☆ 挿絵の表情に注目するよう促す。 

 ☆ 男女が互いを思いやることで信頼関係が生まれ，

協力し合えることを捉えられるようにする。 

 

 
 

 

追究・パフ      アンケートやワークシートの記述，板書を手掛かりに，自分の考えがどう変容したかを捉えるよう促す。 

 

 

 

♢  男女で協力することのよさや大切さについて考えるこ

とができる。[ワークシート・発言] 

男子を無

視する。 

先生に言うのが一番と思ったけど，自

分たちで解決した方が良いと思った、。 

じゃんけんでどちらのバ

ケツを使うか決める。 

先生に相

談する。 

仲直りをして

掃除する。 

 性別で判断し

ないことが大切

だと分かった。 

 これからは

男女で協力

したい。 

男女の協力につい

て，より良い行動を考

えることができた。 

男 女 で認 め合

い，協力することが

大切だと分かった。 

別々に掃除をした方が良いと思ったけど，協

力した方が今後のためにも良いと重った。 

男女別々に掃除をする。 男女で協力して掃除をする。 

さ っ き は

悪かったな。 

掃除をしっ

かりしなきゃ。 

協力した方が気持

ちが良いな。 

仲直り

し た い

な。 

掃除で男子が働

かないので，責めた

ら喧嘩になった。す

ごく腹が立った。 

係で女子が命令口調

なので男子対女子でも

めた。もう一緒に何も

したくないと思った。 

授業のグループで男女の意見が

合わなかった。解決したかったけ

ど，意地になってしまい，どうして

良いか分からなかった。 

別々に掃除をすると，次の日も嫌な気持ちになるし，掃除以

外でももめそうだね。 

協力して掃除をすると次の日も良い気

持ちになりそうだね。 

〔自己調整〕 資料の出来事について考えたり話し合ったりすることを通して男女で協力することのよさや大切さに気付

き，これからの生活で支え合いながらよりよい人間関係を築いていこうとする。(発言・シート) 



 


